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みどりの食料システムが令和32（2050）年までに目指す姿:①農林水産業のCO₂ゼロエミッション化

⑥化学肥料使用量の30%低減

愛知県立岡崎高等学校 加納柊馬

窒素肥料の課題とイシクラゲの窒素固定
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イシクラゲシート

活性化したイシクラゲからのNH₄⁺の流出はほとんどなく、不活性のイシクラゲが含まれていたサンプ
ル、特にDのような熱で細胞構造が壊れたものからNH₄⁺が流出していたため、イシクラゲの生体から
のNH₄⁺の分泌はない、もしくは非常に微量で、NH₄⁺の流出にはイシクラゲの細胞の分解が必要であ

ると考えられる。。そのため、イシクラゲを窒素供給源として用いるには、イシクラゲの効率的な増殖と
分解を共在させる必要があると思われる。また、Dでは水の白濁や異臭がしたため、なんらかの微生

物が発生し、分解が促進された可能性もある。今後は、この微生物の特定と影響の大きさを調べ、イ
シクラゲシートの実用化に向けて研究を進めて行きたい。

結果

考察

研究内容

イシクラゲ、メヒシバ（補強用）、新聞
紙を泥状に混ぜた（図２）後、シート
状にのばして、乾燥させ、再生紙を
作り、イシクラゲシートとした。

期待できるメリット
・半永久的に窒素分を供給できる。
・イシクラゲの栽培時にCO₂を吸収できる。
・マルチング材として使えるから扱いやすい。

窒素肥料の生産から使用までの過程で排出される温室効果ガスは、世界の温室効

果ガスの全体排出量の2.1％を占めている１)。そこで本研究では、シアノバクテリアの一

種、イシクラゲ（Nostoc commune）の、大気中のN₂を取り込み、NH₄⁺の形に変換して体

外に流出させることができる２）という窒素固定能力を活用し、窒素分を土壌に供給でき

るマルチング材の開発に挑戦し、その窒素供給の効率を評価した。

• 条件Dで値が著しく大きかった。ま

た、水が白濁し土のような臭いがし
た（図４）。

• D以外の条件で値が大きかったサ

ンプルには、膨張が見られず、活性
化していないイシクラゲが含まれて
いた（図５～７）。

図２

図４ D

図6 Bに混入した
イシクラゲ

図５ C 左が活性
右が不活性

• A～Dの条件でサンプルを5個ずつ作り、
シャーレに入れた。
A.イシクラゲシート
B.メヒシバと新聞紙のみの再生紙
C.未処理のイシクラゲ
D.熱湯で死滅させたイシクラゲ

• サンプルに水を入れ、恒温器（25℃、
日照時間12時間）のなかに16～21日
間置いた。

• シャーレに残った水をろ過し「デジタル
パックテスト.アンモニウム計測器（共立
理化学研究所）」を用いて計測を行った。

• 計測する値は、NH₄⁺が植物に与える影
響の大きさとして、アンモニウムイオン
中のNの量を表すNH₄⁺‐Nとした。

図１ 活性化した
イシクラゲ
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